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○新 型ウイルスコロナ禍 の中、何とか収 束 してほしいと願いながら早く

も9月 です。子どもたちがのびのびと過ごせる環境 、遊 び仲 間の中に

取り戻 してやりたいが、今の私 たち教職 員の切 なる願 いです。そのた

めにも、こまめな工夫と緊張感 が必要 です。保護 者の皆 様 方と共に、

互いを思い合つたり、気を配 つたりしながら、保 育を進めていきます。

○人 間はいつぱい可能性 をもって生まれてくる」 松本きよこ氏

か けが えの な い私 た ちの命 は弱 いな が らも生 きるため に必

要 な 力 を もって生 まれ て きます。 それ が その まま活 か され、

成長 す る と皆 天 才 にな り、 その人 ら しく素 晴 ら しい人生 を送

れ るはず なの です が、・・実 際 はな か なか そ うは い きませ ん。

成 長 の過 程 で 「い い とか悪 い とか」評価 され、「ダメだ、 ダ

メだ」 と否 定 され、 抑 え られ、 と もす る と 「自分 は ダメな人 間

なん だ」「親 の期待 には応 え られ な い人間 な ん だ」 な どと間違 つ

た思 い込 み を して しま った ら、残念 なが ら、その子 の 力の可 能性

は開花 しな いまま にな って しまいが ちです。

○ 「自分 に い い暗 示 をか け よ う」

まず、 どの子 も素 晴 ら しい もの を持 つて い る とい うこ とを信 じ

る こ とです。 も しその子 の良 さがわ か らなか った ら、 今私 には

見 えな い けれ ど、何 かあ る と自分 に繰 り返 し言 い聞 かせ てみ ま

しょ う。 だん だん その気 にな って くる と、 言葉 に出 さな くて も

その思 いがその子 に伝 わ り、 や が て その子 の良 さが引 き出 され

て きます。 そ して心 か ら好 きだ よ って思 え る と、 い い関係 にな

って こち らの言 うこ と もきいて くれ るよ うに もな ります。「 こ

の子 は何 か素 晴 ら しい もの を もつて いる」繰 り返 し何 度 で も自

分 に暗示 をか けてみ て くだ さい。 何 かが変 わ って きます。

○ 「好 きだ よつ !メ ッセー ジ」

子 どもは 自分 の こ とを好 きだ よ つて認 め て くれ る人 を敏感 に

感 じ、 自分 は ここに いて もい いん だ、価 値 あ る もの なん だ、

大切 なん だ と思 え るよ うにな って きます (自 己肯定感 )。 そ して

で きた ら一 日一 回強 く抱 き じめて あ げる とい いですね。

○子 どもを変えたいと思つた

しかないといわれますが、 ど

ち らの心 を変 える

しよ うか。
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“人はパンだけで生きるものではない“ マタイによる福 音 書 4章 4節


